
今すぐ
アクセス！ 京都 平岩

株式会社  平 岩
〒604-0907　京都市中京区河原町通竹屋町上ル大文字町 241
TEL  ：075-222-1041 / FAX：075-222-0843
MAIL：web@kyoto-hiraiwa.co.jp

※ 配信停止をご希望の方はお手数ですが
     「配信停止」と記入いただき、ご返信ください

京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

応援団用品　のぼり　染め旗　横断幕　のれん　手拭い　ハッピ　

太鼓　祭礼幕　ちょうちん　神社仏閣幕　神社のぼり　社名旗　

鈴緒　劇団幕　マーチングバンド横幕　タスキ　腕章　

ピンバッジ　缶バッジ　ワッペン　演台カバー

【取扱商品】

2022年　1月号

～絵馬～

明けましておめでとうございます。本年も宜しくお願い致します。

神社に参拝すると見かける絵馬。皆様も初詣に行かれた際は必ず目にされる

と思います。絵馬とは絵が描かれた板のことで、裏面に願い事を書き神社や

お寺に納めます。

かつて馬は神様が乗る神聖な動物とされ、神様は馬に乗って人間世界に降り

てくると考えられていたため、奈良時代には神社で願い事をする際に生きた

馬が奉納されていました。京都の貴船神社では、かつて歴代天皇が勅使を送

り、雨乞い・雨止みを祈願しました。日照りが続く時は黒馬を、長雨を止め

たい時は白馬（または赤馬）を奉納するならわしでした。やがて木の板に馬

を描いた「板立馬」を奉納するようになり、これが現在の絵馬の原形と伝え

られ、絵馬発祥の地と言われるようになりました。室町時代には額に入れた

大きな絵馬が登場します。武士が戦勝祈願のために奉納し、神社の境内には

それらを展示するための絵馬堂が建てられました。江戸時代になり世の中が

平和になると、今もあるように家内安全や商売繁盛、子宝などを願う小型の

絵馬が登場。現代では形も絵柄もユニークな絵馬が作られています。


